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２．公立藤岡総合病院におけるフェンタニルクエン酸塩舌
下錠の適正使用に向けた取り組みと使用状況
増野 貴司??，古池きよみ?，恩田千栄子?
上野 裕美?，桜沢 千世?，小幡 輝夫?
堤 教明?
（１ 公立藤岡総合病院 薬剤部）
（２ 同 緩和ケアチーム）
【はじめに】 2013年9月以降,フェンタニルクエン酸塩速
放製剤が本邦でも上市され,突出痛に対する選択肢は大き
く広がった.公立藤岡総合病院においても2014年3月に
フェンタニルクエン酸塩舌下錠 (以下,FST)を採用し使用
を開始した.FSTは従来のレスキュー薬と比較し,より早
い効果発現と短い持続時間をもつことで,より突出痛に適
した薬剤である.しかし,使用方法などが従来のレス
キュー薬とは全く異なるので,適正使用を実現するため薬
剤情報の周知,運用方法の検討を行った.2014年11月まで
のFSTの使用状況を調査し,課題を検討したので報告す
る.【方 法】 FSTの院内採用に合わせ,緩和ケアチーム
でFSTの運用方法について議論し,『アブストラル舌下錠
使用マニュアル』としてまとめ,院内ネットワーク上に
アップロードした.2014年5月～11月までに入院中に
FSTが処方された患者を対象として,患者背景,選択理由,
持続痛・突出痛のコントロール状況,効果,副作用,その後
の転機等について後方視的に調査した.【結 果】 全8
症例においてFSTの開始量は100μg/回であった.FSTを
良好に使用できた症例は4例,効果不十分にて切り替えた
症例は1例,患者の意思がはっきりせず評価に難渋した症
例は2例,使用期間が短期間であったため十分に評価でき
なかった症例が1例であった.FST使用期間中のレス
キュー使用頻度は,効果不十分であった1例を除くと4回
以下であった.主な副作用はG1の傾眠が3例であった.
【考 察】 今回の調査では,院内マニュアルの患者選択基
準を全て満たしていた症例は2例のみであった.しかし,
定時投与薬が経口モルヒネ換算60 mg/日以下でFSTを導
入した5例中,3例で良好に使用できた.FSTの治験時で
は,経口モルヒネ20 mg/日以上の患者が選択されていたこ
とも踏まえ,マニュアル内の定時投与薬の基準を引き下げ
ることとした.また,マニュアル通りに使用していく上で
も生じた疑問について『Q&A』として追記していくことと
した.
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【はじめに】 当院はみどり市にあり一般,療養合わせて
443床のケアミックス病院である.2014年4月より21床
の緩和ケア病棟を開設し,院内外より緩和ケアを必要とす
る癌患者の受け入れを行っている.開設から2015年3月
までの1年間で延べ58症例を受け入れた.開設1年にお
ける,患者の特徴,みどり桐生地区での傾向について報告
する.【結 果】 58人中男性39名,女性19名,年齢は48
歳から91歳であり,退院した50名の退院時の平均年齢は
74歳であった.70代,80代が全体の7割を占めた.退院し
た50名の転帰は,死亡退院が47例,症状が緩和され在宅
療養となった症例が1例,認知機能の低下により入院継続
困難となり老人施設へ入所した症例が1例,癌治療の再開
を希望し前医へ戻った症例が1例であった.在院日数は1
日から84日までで,平均在院日数は29日で約半数が4週
間以内に退院していた.紹介元は院内が21例で全体の
42％を占めた.最も近隣である桐生厚生総合病院よりの紹
介が12名で院外では最多であった.その他,群馬大学医学
部附属病院など遠方の病院からの紹介はほとんどがみどり
桐生地区在住で終末期になり自宅近くの病院を希望しての
紹介であった.癌の原発巣は肺が15名と最多で次に大腸,
直腸,肛門の11名,胃が9名であった.【考 察】 他施設
と比べると平均年齢が高齢であり,みどり桐生地区の高齢
化と関連していると思われた.死亡退院が90％を超え,ま
た半数以上が4週間以内に退院となっていることから入院
する時期が遅すぎること,まだ緩和ケアの役割の十分な啓
蒙が進んでいないことが考えられる.しかし,院外からの
紹介は徐々に増えてきており当緩和ケア病棟の認知度が上
がってきていると思われた.当院では週に2回の呼吸器内
科外来があるのみで肺癌患者はそれほど多くはないが,他
院からの紹介は今後も増えると思われ,しっかりとした対
応が喫緊の課題である.
４．終末期患者・家族へのケアを看護師の意識調査から考
える
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【はじめに】 終末期にはさまざまな決断を迫られることが
多く,延命を主とした治療から個人の尊厳を重視した医療
へと社会のニーズは変化している.より患者・家族の意向
に沿った選択を求められる中で,一般病棟看護師が在宅で
家族を看取る経験をきっかけに,当病棟看護師の終末期患
者・家族ケアに対する意識調査を目的としたアンケートを
実施し今後の課題が明らかになったので報告する.【結
果】 当院呼吸器内科病棟看護師22名へ自由記載による
10項目のアンケート調査を行った.結果から,終末期ケア
で困っていることに “患者の思いと家族の思いの相違”と
いうカテゴリーが挙げられた.それに対し看護師は傾聴す
るケアを実践している.しかし,本人や家族ともっとじっ
くり関わりたい,思いを聴き方向性の確認や具体的なアド
バイスを行うことを更に充実させたいという思いがある
中,日常業務の中では思う様に時間がとれないという現状
により実践につなげていくことは難しいと感じていること
がわかった.一方で,在宅の希望に対し他部門と共に関わ
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